
 

 

 第２回米原市定例教育委員会 

 

日 時：平成２７年２月１７日 

                     午後２時３０分開会    

場 所：山東庁舎３階 第２委員会室  

 （出席者） 

教   育   委  員：稲村委員長 河居委員長職務代理者 小路委員 山本教育長 

     教  育  部 長：伊夫貴部長 

教  育  総 務 課：田中次長 仲谷課長補佐 高木主査 

学  校  教 育 課：岡田課長 

生  涯  学 習 課：西出課長 

歴史文化財保護課：桂田課長 

学 校 給 食 課：喜田課長 

 図 書 館：宮崎館長 梶川主査 

     こ ど も 未 来 部 ：岩山部長 安食次長 

     書      記：西村 

 （欠席者） 

     教   育   委   員：堀田委員 

 （傍聴者）１人 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 先週末は思わぬ大雪になりました。暦の上では立春も過ぎて春の訪れを待つこの頃です。

卒業式の案内をいただく時期になり、来月の今日というと中学校の卒業式も終わっています

ので、慌ただしさを感じます。 

 ２月５日の校長会で本年度末に退職される先生からお話をいただきました。今まで退職の

先生から話を聞く機会が米原市にはありませんでしたので、ぜひ実現したいという思いでい

ました。柏原中学校の校長先生、息長小学校の校長先生のお二人から 20分程度、それぞれ振

り返りながら自分の思うところをお話しいただき、含蓄のある教育の真髄といいますか、教

育の心を聞かせていただいて、感動的に受け止めさせていただきました。柏原中学校の校長

先生の話の中で、物事に気付いたらすぐに動きたいという話がありました。学校に着任され

たときに、廊下の時計が止まっていて、まず電池を換えるところから始めたとのことです。

委員さんに御指摘いただいた生徒の上靴をスリッパから運動靴に変えたりだとか、掲示板を

いろいろ工夫したことなどの話をされました。また、自分の名刺の裏に７つほどの役職を書



 

 

いておられ、校務以外にバレー部の顧問だとか、土日に行っておられる元気塾だとか、学校

に関係のないところでの活動をされています。学校の教員というのは、それだけの世界にな

りがちですけど、いろんな人との交わりを持たれており、先生の人間としての幅の広さを感

じさせていただきました。 

 息長小学校の校長先生は、山本五十六の言葉を引用して、まさに率先垂範の姿勢で、学校

の教育活動について、塾に負けない教育を推進したいとか、心の教育を推進したいとか、そ

のへんのことを盛んに言っておられました。全職員で徹底して、そして何事も見届けること

が大事だということで、指導して評価はするけども、その評価の後の部分を大事にしたいと

いう話をされていました。息長小学校は言語活動を中心に指導をしておられます。校内放送

で子どもたちの言葉使いが良くないときがあると、すぐに自分が走って行って指導をしてい

ましたが、そのうちに担当の先生が来るようになって、私が行かなくてもよくなりましたと

話をしておられました。まさにその校長先生の言わんとされることはわかります。お二人の

話を聞いていると、やはり学校のトップとして自分の信念のもとに率先垂範で職員の先頭に

立って学校経営にあたってもらっているなという思いを痛感しました。やはり、いろんな職

員を抱えている中で、情的な人間としてのそういうものと同時に理のほうも大事にしないと、

職員はついてこないと感じましたし、お二人の話を聞く機会が持ててよかったと思います。

次年度からまた時間的なことだとか、せっかく話をしていただくので、意見交換などもでき

るといいなと思います。ああいった退職される先生方を囲んで、ぜひそういう思いが現職の

先生に伝わって継承していってもらうと素晴らしい米原教育の一つの伝統ができていくので

はないかという思いです。 

 

３ 会議録承認 

   １月定例会議事録  承認 

 

４ 教育長報告 

 前回１月 27日でしたので、約 20日間しかありませんが、特にこの１か月間は第１回の定

例議会が始まりますので、各課その準備の期間であったかなと思います。学校の方もかなり

インフルエンザが流行っていて心配していましたが、今日の時点で１つの小学校で学級閉鎖

があるというだけで、かなり収まってきています。 

教育総務課では、２月４日に国の会計検査院の検査がありました。過去５年間の国の補助

金による学校施設の整備についての検査でしたが、特に問題はありませんでした。また通学

のあり方について、各自治会からの要望の聞き取り調査と調整もやっております。あとで通

学のあり方に関する基本的な方針について議論いただきますので、情報の提供もできればと

思います。 

学校教育課では、通学路の交通安全対策推進会議というのを、学校教育課、防災危機管理

課、建設課と合同で、国道事務所、県土木の方、保護者代表やスクールガードの代表の方も



 

 

含めて開催しました。今後、各学校における通学路の安全点検の報告をいただいて、各課合

同点検を行い、そこで出てきた課題を対策として講じていこうというものです。また、いじ

め調査委員会をスタートさせていただきました。委員の中で医師の方の辞退がありましたの

で湖北医師会に後任を依頼していますが、第１回の調査委員会はスタートさせていただいた

ところです。また、小中学校の教職員の人事につきましては、県教委とのヒアリングがあり

まして、いよいよこれから異動についての協議が始まります。３月には臨時の教育委員会を

お願いしなければならないと思っていますので、よろしくお願いします。それから、湖北医

師会との懇談を米原市、長浜市と合同で開催しまして、特に問題となっていましたのは、イ

ンフルエンザの出席停止の届けをどのようにするのかということで、今までは医師の診断書

を持ってきなさい、さらには保護者から報告書を出してくださいとなっており、その報告書

には、主治医の捺印が必要ということでした。そこまで必要なのかという議論の中で、でき

れば保護者の報告書だけでできないか検討しています。すでに保護者の報告書で出席停止の

扱いをしているような市もありますので、長浜と合同で足並みをそろえてやっていこうと考

えています。 

生涯学習課は、２月７日に市内４つのスポーツクラブとの情報交換会をさせていただきま

した。会員の減少があるというところで、今後は市民総スポーツという中で、できるだけ会

員を拡大できる工夫をお願いしているところです。スポーツ少年団の関わりも含めて、今後

何らかのいい形でもっと幅広く市民の健康づくり、コミュニケーションづくりに向けて一翼

を担っていただけるとありがたいと思っています。２月 14日には市民スキー大会を 10 周年

記念大会として奥伊吹スキー場で行いました。一日雪が降る中でしたが、ジュニアからシニ

アまで、スノーボードあるいはスキーの種目に約 50 人の参加がありました。ボランティアで

スキークラブの方、スポーツ推進員の方が寒い中お助けいただいて、非常にありがたかった

と思います。水辺のスポーツと山のスポーツの両方兼ね備えている米原市というのは、特色

ある町であるということをもっともっとＰＲできるといいと思っています。２月 15 日には、

今までスポーツ少年団の卒団式という形でやっていましたが、中学生でもスポーツ少年団に

加入できるということがありますので、卒団という名前からステップアップセレモニーとい

うことで開催しました。中学生でも可能な限り関わってほしいですし、将来、指導者として

も関わってほしいなという願いを込めてステップアップセレモニー、６年生の交流会をさせ

ていただきました。 

学校給食課は、味噌作り体験ですとか、なべ給食をこの時期にやっていただいていますが、

ちょうど学校給食週間でしたので、様々な取組を実施していただきました。特に中学校はい

よいよ高校に進みますとお弁当を持っていくようになりますので、栄養士さんがわざわざ学

校に出向いてお弁当作りの研修もやっていただいています。 

図書館につきましては、今日の報告事項にありますように子ども読書活動推進計画のパブ

リックコメントの取りまとめをしまして、本日報告がございます。お話会等も活動していた

だいています。 



 

 

歴史文化財保護課は、１月の下旬から２月の第１週にかけまして、伊吹の資料館で小学校

３年生を対象に昔のくらし体験の学習をやっていただいています。私もボランティアで来て

いただいている十数名の方にお礼も言いながら参加させていただきました。資料館のボラン

ティアの方もかなり高齢ですが、ベテランの味を出していただき、子どもたちにも昔のカイ

コが繭を作るところなどの説明をしていただいています。２月 14日に東草野の豪雪地帯での

ツアーを開催していただき、他府県からも来ていただいて、雪の中、東草野の山村景観を体

験していただき、そしてまた山菜料理を楽しんでもらいました。 

今後のことですけど、２月 20日に滋賀県の都市教育長、部長会議をさせていただきます。

明日２月 18 日は学校教育課、教育センターの調査研究大会を行いますので、お手すきでした

ら御参加いただけるとありがたいと思っています。３月８日ですが、この 27 年に全国の山城

サミットがありますが、それに向けてのプレイベントを行います。 

 

委 員：学校の交通事故の事例があがっており、ヘルメット着用のため無事だったとのこと

ですが、中学校の生徒はヘルメット持っていると思いますが、小学校で課外授業な

どで自転車を使うケースはあるのですか。その場合のヘルメットはどうされていま

すか。 

事務局：課外授業などで自転車を使うことはあります。登下校に使っているものがあればそ

れを使いますし、ない場合は家庭で準備していただくことになります。 

委 員：無事でよかったケースですが、気をつけていただきたいと思います。 

東草野中学校が休校になりますが、あとの活用は考えておられますか。 

委 員：歴史文化財保護課で、できたら週に何日か担当者が出向いて事務室を使うとか東草

野懇話会や山村景観の検討会などをあの場所でやっていただけるようなことを考え

ていますし、できたら文化財の展示企画もやっていただけるといいかなと思います。

全く閉め切りではなく、週に何日かは誰かがいるという形をとっていきたいと思い

ます。 

委 員：しっかりした建物ですので、有効に使っていただければと思います。 

委 員：先ほどヘルメットの話が出ました。各学校で指導はしていただいていると思います

が、人が見ていないところでは、ヘルメットが前のかごに入っていたりということ

があるので、自分の命を守るという視点で、しっかりと指導していただきたいと思

います。徒歩の子はヘルメットを持っていますか。 

事務局：全部は持ってないですが、学校に予備を置いておいて、校外学習に行く時にそれを

貸すということはやっていますし、卒業生でヘルメットが要らなくなった子のもの

を確保しておく学校もあります。徒歩通学でも部活で使うから買うという子もいま

す。 

委 員：今、小学校の徒歩の子はヘルメットは全く無しですか。以前、米原小学校は全員ヘ

ルメットでしたが、今は使っていないのですが。 



 

 

事務局：使っている学校もあります。基本的にはＰＴＡと学校が協議して決めておられます。

学校としては安全確保ということを第一に考えていますが、ヘルメットは夏に暑い

のでどうかという意見も多くあります。米原小の場合、経過はわかりませんが、協

議してかぶらないことになったんだと思います。 

委 員：自転車を買う時に小さい子は、セットでヘルメットも買っておられるようです。幼

稚園なんかは、自転車の後ろに乗せている子もヘルメットをかぶっています。やは

り命を守る、頭を守るということは大事なことです。 

問題行動の喫煙についてですが、火災の恐さもこの子に知ってもらわないと大変だ

と思います。 

事務局：常習ではありませんし、保護者に対しても指導していますので、見守りたいと思い

ます。 

委 員：転入の子に対する意地悪があったようですが、入ってくる子は結構ナイーブな感じ

で入ってきますので、それを受け入れてあげるような体制ができてくるといいなと

思いました。 

事務局：この件については、学級や学校の体制も必要だったと思います。親さんに来てもら

って、お互い話をしてわかりあえたということです。 

委 員：14 日の甲津原のイベントに仲間数人に声をかけて参加をしました。お寺での話、山

菜料理、甲津原のもちつきなど、贅沢な一日を過ごさせていただきました。 

委 員：学校教育課で問題行動がいくつかあがっていますが、この時期学校の方も年度末で

多忙な時期になってきますので、改めて子どもを毎日見つめていただくということ

をお願いしたいと思います。 

教育センターの研究論文がまとまったということで本日見せていただきました。提

出数は 93 点ということで、今年はかなり多いと感じています。10 年目になり、か

なり米原の先生方にも御理解いただいて前向きに取り組んでいただいていると思い

ます。明日の発表会ですが、調査研究等が学校現場で少しでも活用していただける

よう、ぜひお伝えいただきたいと思います。 

    学校給食課の弁当作りの話が出ていました。栄養士さんが講師ということで、４人

で大変だと思いますが、これから高校生活に向けて意義のある取組だと思います。 

委 員：エピペンの必要な子はあるのですか。 

事務局：４人います。 

委 員：高校くらいになると養護の先生が、各先生方にエピペンの使い方を講習されている

ように聞くんですが、小学校、中学校ではどうなっていますか。 

事務局：各学校ごとにはしていますが、それを統一的にしていく必要があると考えています。

小学校３人、中学校１人ということで、これから広がっていく可能性もありますの

で、教員が危機意識を持って対応していく必要があると思います。 

 



 

 

５ 議案審議  

委 員：議案第４号および第５号は非公開としますので、よろしくお願いします。 

 

議案第４号  平成 26年度米原市一般会計補正予算（第６号）について  【各   課】 

                                    原案承認 

 

 

議案第５号  平成 27年度米原市一般会計予算案について       【各   課】 

                                    原案承認 

 

      【５分間休憩】 

 

議案第６号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の施行に伴う関係条例の整理 

に関する条例の制定について              【教育総務課】 

 

                                    原案承認 

 

 

議案第７号  米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の保育料等に関する 

条例の制定について                 【保育幼稚園課】 

   

委 員：保育料には月額の給食費 3,200 円と教材費 1,000 円は含まれないということで、別

途徴収ですね。０歳児から２歳児についてはどうなっていますか。 

事務局：０歳児から２歳児については、保育所保育料の方になります。今も、３歳以上にお

きまして無料はあくまでもＡＢＣ階層のみで、Ｄ階層については実費 6,600 円を減

額という形でいただいていますので、０歳児から２歳児につきましても同じように

賄い材料、保育材料費については減額という形で、たぶん１万少しになると思いま

すが、いただくことになる予定です。 

委 員：保育料と給食費、教材費とは、会計は全く別になるんですね。徴収も別になるんで

すか。 

事務局：別会計になります。今までですと保育所の保育料は市の方で徴収させていただいて

いました。幼稚園の保育料は園の方で徴収をさせていただきましたが、来年度は幼

稚園の保育料の方は市の方で同じように徴収という形で事務の簡略化をさせていた

だこうと思っていますが、教材費と給食費については同じように園での徴収になっ

てまいります。 

委 員：口座振替の手数料は市の方で持たれますよね。そうするとダブルでかかってくるわ

けですよね。 

事務局：はい、そうなります。今までから認定こども園において事務の煩雑化が言われてい

ますので、そういうことを簡素化できないかという面で考えていきたいと思ってい

ますが、まず最初の段階として保育料を市で徴収することとなります。 

 



 

 

                                    原案承認 

 

 

議案第８号  米原市立認定こども園条例の一部を改正する条例について【保育幼稚園課】 

 

委 員：いぶき認定こども園は、運営委員会でやっていただいてたんですか。 

事務局：今までは幼稚園であり、保育園であるという設置条例でしたので、幼稚園の評議員、 

保育園の運営委員会の２つ一緒に行っておりました。 

委 員：同じメンバーですか。 

事務局：それぞれ別です。そして一番違ったのが、評議員さんには報酬をお支払いできます。

運営委員さんにはありませんでした。そこも含めて市の付属機関として位置付け、

報酬の予算付けをし、２つを１つにさせていただきます。 

委 員：保育時間ですが７時 30 分から 18時 30 分は正規の時間ですか。普通は９時とかでは

ないですか。 

事務局：教育および保育時間になっておりますので、園として保育をする時間は午前７時半

から 18 時半までとなります。一番長い時間です。ただ、その中で１号認定のお子さ

んについては、９時から 14 時までの保育時間です。ここでは最大、認定こども園が

保育を行う時間を示させていただいております。 

 

                                    原案承認 

 

 

 議案第９号  米原市立学校設置条例の一部を改正する条例について  【保育幼稚園課】 

 

                                    原案承認 

 

 

議案第 10号  平成 26年度米原市スポーツ顕彰被表彰者の決定について 【生涯学習課】 

 

委 員：被表彰者はおいくつくらいの方ですか。 

事務局：年齢は 63歳です。 

委 員：若い時からやっていただいていたんですね。 

 

                                    原案承認 

 

 

６ 協議事項 

 （１）米原市内小中学校における通学に関する基本方針について     【教育総務課】 



 

 

 

委 員：前回も意見交換をさせていただいていますし、改めて本日基本方針案の提案をいた

だいたわけですが、現状を捉えながら課題もしっかりあげていただき、基本方針を

まとめていただいています。それぞれの字の状況は違いますので、そういう中で一

つの線を引くという難しさに大変御苦労いただいたと思います。基本線を掲げる中

で、具体的な対応策については、学校ごとに事情を考慮した上で、字単位で決定す

るとしていただいています。現状で字でこうしたいとあがっているところはどこで

すか。 

事務局：自治会要望ということでは、磯、菅江、弥高、長久寺です。特に子どもの数が少な

くなって、通学路の現状をみると危険があって心配だということで、スクールバス

等々の対応をしてほしいという要望が出ています。 

委 員：それらの地域については先ほど説明があったように２キロと３キロの間ということ

で、改めて字の要望で詰めていくとですね。この前、磯のこともバス乗り場のこと

で意見交換させてもらいましたが、あの方向で行かれるのですか。 

事務局：磯からの要望のとおりにはいけない部分があります。一定整理しなければならない

と思います。 

委 員：中学校では要望が出ているところはあったんですか。 

事務局：ないです。 

委 員：逆にもっと歩かせたいというところはないですか。子どもの安心安全というところ

を大事にしていかざるを得ないので、最終的にこういう風にまとめていただいたの

は良いと思いますけど。 

委 員：スクールガードの充実というのも地域によって差があります。春照小学校では登録

が 13 人ということですけど、大きいところは３ケタいっているところもあるので、

自治会とのコミュニケーションを図っていただいて、充実するような方向でお願い

したいと思います。 

委 員：スクールガードの登録というのは、学校へ登録しておられるんですか。 

事務局：学校が募集していますが最終は教育委員会です。 

委 員：近江地域は多いですよね。 

事務局：近江の場合はスクールガードができる前からそういうボランティアの組織がありま

したので、それを兼ねておられるという形です。 

委 員：スクールガードの募集について、４月の広報にでも現状を載せながら大々的に載せ

ていく必要があるというのと、安全確保のための新たな取組の例であげているよう

に、８・３運動を市の区長会で呼びかけるのと並行して動かないといけないと思っ

ています。 

委 員：同居も減っていますよね。だから退職して時間があってもそういう情報が入ってこ

ないので、やっぱり広報とかで情報を流していかないといけない。 



 

 

委 員：だからそういった層をできるだけ呼びかけていくべきだろうと思います。 

委 員：何かの形で関わりたいと思っている人はたくさんあると思います。 

委 員：字と地域の表現のところで、例えば磯は字で決めると言えば磯ですが、北、中、南

となったら地域となりますので、字または地域という表現がいいのと思います。も

うひとつ中学校も字単位となっていますが、現実、双葉中学校では、同じ顔戸であ

りながらもバイパス沿いの離れたところもあって、自転車通学を認めていている範

囲もあるので、そうなると地域も弾力を持たせたほうがよいのではと思います。 

事務局：もともと字で決めるというのは、区長さんの合意のもとで、例えば磯中、元、南は

まいちゃん号、北は徒歩と決めていただきたいということで字単位としていますが、

もう少し整理します。 

委 員：中学校になると字というより、住宅地も増えているので、地域という部分が結構あ

って、校長が判断するということにもなっていますし、ちょっと読みながらこんな

事例もあるなと思いました。 

委 員：この前甲津原に行ったときにかわいい子がおられたんですが、５年以内に小学校に

入ってこられるような状況とかはあるのですか。５年というのはそういうのも考慮

されているんですか。 

事務局：そういうことではなく、５年をめどに見直しをしましょうということです。 

委 員：臨機応変に対応されるということですか。甲津原は学校もないし、バスに乗って学

校へ行かれるということですか。 

委 員：今も認定こども園へはバスで通っていますので。 

委 員：基本的にはこれでいいと思います。家庭の教育力といいますか、家庭も含めて地域

の教育力の意識を高めていく方策をぜひお願いしていきたいと思います。 

 

 

７ 報告事項  

（１） 後援等名義使用承認（後援）について 

   ○日本生花司松月堂古流滋賀県支部 春のいけ花展         【生涯学習課】 

○はせぼん＆たけぼんの「絵本と音楽のマジカルコンサート」    【生涯学習課】 

 

（２）米原市子ども読書活動推進計画（第２次計画）（案）パブリックコメントの結果 

について                            【図書館】 

 

委 員：パブリックコメントは、どれくらいの意見が出てくるものですか。結構出ていると

思いますが。 

事務局：今回は期間が短かったので、出てこなかったらどうしようかなと不安もありました。

パブリックコメントは、どこの誰がというのがしっかりわかりますので、出してく



 

 

れた人の顔がわかります。２つ目の意見の人は、長い間草の根文庫に関わられてい

た方で、その人の真意もわかりますので、こうした回答となっています。 

 

 

 （３）米原市いじめの防止等のための基本方針（案）について     【学校教育課】 

 

委 員：残念ながら米原市もいじめがゼロという訳ではありませんので、説明されたように

子どもに関わる最前線のところで、子どもと接する時間をできるだけとって、子ど

もの姿をしっかり見つめていただいて、そして変化を早くキャッチする。子どもの

姿を見てどうもおかしいという情報が学校、園で共有できる、そういう組織を作っ

ておかないといけないと思います。そういうことも含めてまとめてもらっています。

定期的に情報交換の場もあるようですし、この委員会でも学校についての現状を報

告いただけるとありがたいと思います。 

 

８ 質疑応答 

９ その他  

（１） 滋賀県都市教育委員会連絡協議会規約の一部を改正する規約について 

【教育総務課】 

   平成 27年４月１日から法律が改正されることに伴い、都市連協の規約改正が必要であ

るが、総会を開くことが難しいため、書面による総会という形で書面表決をいただきた

い。 

 

 ○家庭の教育力向上のマニュアルづくりの中からポイントをまとめたリーフレットの案が

まとまったので、生涯学習課から報告があった。 

 

委 員：家族の一員としての役割を与えるということをぜひ訴えていただきたい。例えば朝

カーテンを開けるのはこの子の仕事、新聞を取りに行くのはこの子の仕事というよ

うに、極めて簡単なことで、毎日続けられることで、子どもにも家族の一員だとい

うことを入れていただけるといいなと思いました。 

事務局：ポイントとしてはこれくらいかなと思いますが、これからの会議の中でいろいろ御

意見をいただきたいと思っています。 

事務局：いろんな意見が出てくると思いますので、もう一度社会教育委員会にかけてもらっ

て、３月末で仕上がったものを４月 25日のフォーラムで提示し、パネルディスカッ

ションをして、意見をもらって、来年度にある程度の完成版ができて配布ができる

といいなという流れです。 

委 員：立派なものができるといいなと思います。 



 

 

委 員：冷蔵庫に貼れるといいなという話をしています。 

 

 

10 閉 会 

次回 

      第３回定例教育委員会 ３月 19 日（木） 午後３時 00分～ 

                  山東庁舎３階 第２委員会室 

以上をもって第２回定例教育委員会を午後５時 50分に終了した。  
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